
 

 

疫学研究に関する情報公開 

 
 福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センターでは、本学倫理委員会の承認を得
て、下記の疫学研究を実施します。関係各位のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

平成25年12月  福島県立医科大学 放射線医学県民健康管理センター センター長 

（総括副学長）阿部 正文 

 
【研究課題名】東京電力福島第一原子力発電所事故における周辺住民等の初期内部被ば
く線量推計手法の開発に関する研究（疫学研究） 
 
【研究期間】  平成25年12月～平成30年12月 
 
【研究の意義・目的】東京電力福島第一原子力発電所事故によって放射線被ばくを受け
た住民の健康を守る観点から、個人被ばく線量を正確に把握することが重要ですが、住
民が受けた事故初期の内部被ばく線量については未だ詳細が掴めていません。本研究の
目的は、事故後の個人の行動記録を活用した個人毎の初期内部被ばく線量の推定手法を
開発し、その妥当性や有効性を検証することです。 
 
【研究の方法】 
（独）放射線医学総合研究所と共同で、以下のような調査データの収集、及び線量評価
を行います。 
１．調査データの収集 
（１）調査対象者の選定 
 県民健康管理調査・基本調査の問診票の回答が得られた方で，当人もしくはその家族
が以下の内部被ばく検査を受けた方から1000名程度を選定します。 
①個人被ばく線量に関わる先行調査の対象地域の住民で，2011年6月27日から7月16日ま
でに（独）放射線医学総合研究所において内部被ばく検査を受検した方（122名） 
②2011年3月26日から3月30日に，国の原子力災害現地対策本部が川俣町，いわき市，飯
舘村において実施した小児甲状腺被ばくスクリーニング検査の対象者（1,080名） 
③2011年7月から2012年1月末までに，（独）日本原子力研究開発機構においてWBCによ
る内部被ばく検査を受検した方（9,927名） 
（２）調査データの収集 
 以下のデータを放射線医学県民健康管理センターにおいて調査対象者毎に連結した後
、個人が特定される情報（個人名、生年月日）を除いて、本研究に用います。なお調査
対象者の年齢・性別は、線量評価において必要なパラメータであるため、下記①、②に
加えて年齢、性別のデータも本研究に用います。 
①内部被ばく線量測定（ホールボディカウンタ検査または甲状腺スクリーニング検査）
の素データ。ここで素データとは、検査日、検査場所、検査データ（放射性核種の体内
残留量及びこれに相当するデータ）及び当該検査の検出限界値を指します。 
②個人の行動情報。これは、県民健康管理調査において、外部被ばく線量推計の目的の
ために県民から回答を得た基本調査の問診票（それが電子化されたものを含む）が該当
します。 
 
２．線量評価の方法 
 事故後の大気中放射性核種の濃度は場所によって異なり、また時間の経過とともに変
化していきました。そこで、大気中の放射性核種濃度の地理的分布図を作成し、さらに
それが時間の経過とともに変わっていく様子を計算機シミュレーションによって再現し
ます。これと調査対象者の行動記録を重ねることにより、調査対象者が放射性核種を吸
入摂取したと考えられる時期および摂取量を特定します。次に当該者の摂取した放射性
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核種が時間の経過とともに体外に排出されていく割合を内部被ばく線量推定モデルによ
って計算し、当該者が内部被ばく検査を受けた日における放射性核種の体内残留量を評
価します。この計算値を、当該者の内部被ばく検査の実測値と比較することにより、構
築する内部被ばく線量推定モデルの精度を把握します。計算値と実測値との乖離が大き
い場合は、同モデル内のパラメータを最適化することで計算の再現性を向上させる他、
当該者の行動記録から乖離の原因を探ります。改良したモデルは、行動が類似した集団
の内部被ばく線量等の解析へも応用できる可能性があります。 
 
【研究組織、研究機関名】 
  研究責任者  （所属）放射線医学県民健康管理センター（職）センター長 

（氏名）阿部正文 
   主任研究者  （所属）放射線物理化学講座 （職）教授   （氏名）石川徹夫 
   研究分担者     
（所属）放射線医学県民健康管理センター（職）副センター長   （氏名）神谷研二 
（所属）公衆衛生学講座        （職）教授       （氏名）安村誠司 
（所属）放射線健康管理学講座     （職）教授       （氏名）大津留晶 
（所属）放射線生命科学講座      （職）教授       （氏名）坂井 晃 
（所属）放射線医学県民健康管理センター（職）教授       （氏名）高橋秀人 
（所属）放射線医学総合研究所     （職）チームリーダー  （氏名）栗原 治 
（所属）放射線医学総合研究所     （職）チームリーダー  （氏名）赤羽恵一 
（所属）放射線医学総合研究所     （職）主任研究員    （氏名）米内俊祐 
（所属）放射線医学総合研究所     （職）主任研究員   （氏名）金ウンジュ 
（所属）放射線医学総合研究所     （職）室長       （氏名）國島直晃
（所属）放射線医学総合研究所     （職）主任技術員    （氏名）矢島千秋
（所属）放射線医学総合研究所     （職）博士研究員    （氏名）谷幸太郎 

      

【人体から採取された試料等の利用について】（※）該当ある場合のみ記載 
    該当なし 
 
【他の機関等への試料等の提供について】（※）該当ある場合のみ記載 
  放射線医学総合研究所に匿名化したデータを提供します 
 
【研究者が保有する個人情報について】 
  本研究で入手した調査対象者の個人情報は、放射線医学県民健康管理センター内で
のみ取り扱います。放射線医学総合研究所に個人データを送付する際には、個人が特定
できる情報はすべて除き、個人が特定できないようID番号を付記し、連結可能匿名化し
た上で送付します。なお、除かれた個人情報及び基本調査問診票は、研究責任者の責任
のもと、放射線医学県民健康管理センター内に設置する施錠可能な調査票保管庫に保管
します。なお、線量推定結果については、集計、分析された形で公表することとし、個
人が特定できるような形での公表は行いません。 
  また本研究は、新たに開発する初期内部被ばく線量推計法の妥当性や有効性を評価
することを目的としており、調査対象者個人への線量の通知はしません。 
  研究者が保有する個人情報に関し、被験者ご本人または代理人の方が開示、訂正、
利用停止及び第三者への提供の停止等の請求を行う場合、「福島県個人情報保護条例」
に基づく手続きが必要となります。なお、開示等を行う場合、請求者には文書等の交付
に係る費用（コピー代等）をご負担いただきます。 
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【本研究に関する問合せ先】 
 ○研究内容に関する問合せの窓口 
   〒960-1295 福島県福島市光が丘１ 
   公立大学法人福島県立医科大学 放射線物理化学講座 石川 徹夫 
   電話:024-547-1932  FAX: 024-547-1244   
   Ｅ-mail:isikawat@fmu.ac.jp 
 ○個人情報に関する窓口 
      〒960-1295 福島県福島市光が丘１ 
   公立大学法人福島県立医科大学 総務課 大学管理係 
   電話:024-547-1007  FAX :024-547-1995   
 ○その他ご意見の窓口  
      〒960-1295 福島県福島市光が丘１ 
   公立大学法人福島県立医科大学 研究推進課 研究支援担当 
   電話:024-547-1825  FAX: 024-547-1991   

      Ｅ-mail:rs@fmu.ac.jp 
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